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 ・民生委員・児童委員 
・ボランティア 

・地区協議会 
・保護司 

・町内会自治会 
・民間事業者 
・接客業 等 

・家族 

・同僚 

・友人 

  等 
市民 
向け 

地域ネット 
ワーク向け 

・小学校・中学校・ 

高等学校の教職員 

・大学・専門学校等の教職員 

・スクールカウンセラー  

   等 

専門職 
向け 

教職員 
向け 

・弁護士 ・ケアマネージャー 

・医師 ・看護師 

・保健師 ・薬剤師  

・スクールソーシャルワーカー  

・行政機関相談窓口 等 

町田市の自殺の現状 

資料：厚生労働省ホームページ、地域における自殺の基礎資料【自殺日・住居地】 

【⾃殺死亡率の推移】 

【性別・年代別⾃殺死亡率】 
【⼥性】 【男性】

資料：自殺総合対策推進センター 

【町田市の特徴】 

〇 自殺死亡率は、近年、低下傾向

〇 自殺者数の推移は、これまで

女性に比べ男性が多かった

が、2017 年ではほぼ同数 

〇 男性の自殺死亡率は 20 歳

代、70 歳代で東京都・全国

より高く、60 歳代、80 歳

以上で低い。 

〇 女性の自殺死亡率は20歳代

から 50 歳代で東京都・全国

より高く、60 歳代、80 歳

以上で低い。 

〇 自殺者数は、男性 60 歳以上

無職が最も多い。 

〇 自殺未遂の「あり」の割合が

東京都と比べ高い。 

〇 児童・生徒等の自殺の内訳

は、大学生・専修学校生等が

約７割、高校生以下が約３割

である。 

 
 
 
 
   
  
 
  
  

 
 
 
 
  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

【ゲートキーパー※➃養成講座開催の経緯】 

ゲートキーパー※④とは、悩みを抱える方から相談された際や周囲に対する気づき・声かけ・傾聴

を通じ、適切な相談機関につなぐことが期待される人のことです。特別な資格ではなく、誰でもな

ることができます。悩みを抱えた人は、「人に悩みを言えない」、「どこに相談に行ったらよいかわか

らない」、「どのように解決したらよいかわからない」等の状況に陥ることがありますので、周囲の

人々が悩みを抱えた人を支援するために、ゲートキーパー※④として活動することが求められます。

2017 年に閣議決定された自殺総合対策大綱の中でも、「自殺対策に係る人材の確保、養成及

び資質の向上を図る」ため、「様々な分野でのゲートキーパー※④の養成」を行うとし、「国民の約

３人に１人以上がゲートキーパー※④について聞いたことがあるようにすることを目指す」と記載

されています。 

町田市では、市民公開講座等の取り組みを通じて、これまでに 4,858 名（2011 年度から

2017 年度までの延べ人数）のゲートキーパー※④を養成してきました。 

 

【町田市におけるゲートキーパー※➃養成講座】 

ゲートキーパー※④の養成対象者は、一般の市

民、学校関係者、医師、保健師、地域のコミュニテ

ィの方々など、様々です。引き続き、対象者のニ

ーズや段階に合わせ、「市民向け」、「地域ネットワ

ーク向け」、「教職員向け」、「専門職向け」として

幅広い講座内容を展開していきます。 

ゲートキーパー※➃とは 

「悩み」の相談先一覧 

発行：2019 年３月 発行者：町田市保健所健康推進課  問い合わせ先：東京都町田市森野２-２-22  電話：042-724-4236 

このリーフレットは、11,000部作成し、１部あたりの単価は36円です（職員人件費を含みます。市負担は16円で20円を東京都補助金で賄っています。）。 

意識調査からみる市⺠意識と課題 
【現状】 

【自殺対策の認知度】 
・ 自殺対策は自分自身に関わる問題だと思う 

人の割合（35.1%） 
・ 自殺対策に関する事柄の認知度で「内容まで 

知っていた」の割合が１割未満と低い。 
【受診の状況】 

・ 心の不調等が 2 週間以上続く場合でも、 
医療機関を受診しない人の割合（58.3%） 

【自殺を考える原因・動機】 
・ 40 歳以上は、家庭に関すること(家族関係の 

不和、子育て、家族介護、看病等)が最も多い。 
【若年層(39 歳以下)】 

・ 悩みを抱えたときやストレスを感じた時に 
誰かに相談したり助けを求めたりすることに 
ためらいを感じる人の割合で、職業別では 
学生が一番高い。 

【地域ネットワーク】 
・ 地域の人と話をしたり、交流したりする機会が 

ない人の割合（52.3%） 

【課題】 
 
 

①自殺対策の認知度が低い 
 
 
 
②心の不調等の異変時の受診者が少ない 
 
 
③女性が課題を抱えやすい 
 
 
 
④若年層が自殺に追い込まれやすい 

 
 
 
⑤状態が深刻化する前の早期発見が必要 

資料︓町田市こころの健康に関する市⺠意識調査（2018 年 2 月）

「こころ」分野の相談窓口名称 電話番号等 受付時間 

東京いのちの電話 03-3264-4343 24 時間（年中無休） 

東京多摩いのちの電話 042-327-4343 
10 時～21 時（年中無休） 

※毎月第 3（金）翌日（土）は
24 時間 

 
町田市保健所の地域相談窓口 電話番号等 受付時間 

町田市保健所保健予防課 

町田地域保健係南地域保健係 

（健康福祉会館） 

042-725-5127 

各施設共通 

8 時 30 分～17 時 

※土日祝、12/29～1/3 は休み

※お住まいの地区を担当する施
設にご相談ください。 

町田市保健所保健予防課 

堺・忠生地域保健係 

（保健所中町庁舎） 

042-722-7636 

町田市保健所保健予防課 

鶴川地域保健係 

（鶴川保健センター） 

042-736-1600 

その他相談先は、町田市ホームページの 
「悩み」の相談先一覧をご覧ください。 

ＳＣＡＮ 

【ゲートキーパー※④養成イメージ図】

計画全体版及び町田市の自殺対策に 
ついての情報は、こちらで 
ご覧いただけます。 

ＳＣＡＮ 

町田市では、基本理念「かけがえのない“いのち”を大切にするまち」として、以下の現状・課題から、基本目標・
基本施策を定め、町田市が主体となって行う事業、町田市が地域と協働で行う事業を通じて自殺対策を推進します。

この概要版は、町田市自殺対策計画をまとめており、１枚目に町田市の現状、中面に計画内容、裏面に相談先等
で構成されています。 

町田市 東京都 全 国東



 

 

基本施策（１）  市⺠への啓発と周知 
① 【重点】自殺対策に関する啓発と周知の強化 

【主な取組】 
ゲートキーパー※④協働協定団体による広報啓発 

啓発標語等事業 

② 自殺対策予防週間と自殺対策強化月間における 

キャンペーンの充実 

③ 市民を対象としたゲートキーパー※④の養成 

基本施策（２）  生きることの促進要因※①への支援 
① 【重点】適切な受診のための支援  

【主な取組】 
普及啓発事業 

② 【重点】課題を抱える女性への支援 
【主な取組】 
女性悩みごと相談、総合相談会 

③ 相談窓口・支援体制の充実   

④ 自殺未遂者への精神的ケアの充実 

⑤ 自死遺族の集いへの支援 

基本目標１ 基本目標１ 

 目指す姿 誰もが信頼できる人間関係を持ち、 
自⼰肯定感や危機回避能⼒を⾼めていく

【今後５年間の取り組みの⽅向性】

 

基本施策（３）  ⾃殺防止に向けた取組 
① 【重点】若年層対策の推進 

【主な取組】 
自殺に関連するグーグル検索対応事業 
ひきこもりに関する相談、若者の悩み 
相談広報啓発 

② 小中学校に関する相談体制の充実 

③ 仕事に関する相談支援体制の充実 

④ 自殺対策を支える人材の育成 

⑤ 自殺防止につながる環境整備 

【今後５年間の取り組みの⽅向性】

 目指す姿

基本目標１ 基本目標２ 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

町田市の現状と課題をふまえて重点とすべき取り組みとして５

つあり、それぞれ【取り組みの方向性】の中で位置づけています。 

 

① 自殺対策に関する啓発と周知の強化 

② 適切な受診のための支援 

③ 課題を抱える女性への支援 

④ 若年層対策の推進 

⑤ 地域における自殺対策の取り組みの推進 

 
 
 
 
 

国の「自殺総合対策大綱※⑤」では「生きることへの支援」とい

う観点から、以下の通りの認識をしています。町田市でもその認

識を踏まえて取り組んでいきます。 

 

① 自殺は、その多くが追い込まれた末の死である 

② 社会全体の自殺リスクを低下させる 

③ 生きることの阻害要因※②を減らし、促進要因を増やす 

④ 様々な分野の生きる支援との連携を強化する 

⑤ 自殺は「誰にでも起こり得る危機」という認識を 

醸成する 

【⾃殺対策についての基本認識】 

［ ※① 生きることの促進要因 ］ 
自殺に対する保護要因のことで、自分を大切にする自己肯定感や、信頼できる人間
関係などにより、危機回避能力が高くなる要因のこと。 

［ ※② 生きることの阻害要因 ］ 
自殺のリスク要因のことで、失業や多重債務、生活苦等により生きづらさを感じる
要因のこと。 

［ ※③ 生きることの包括的な支援 ］ 
専門家や支援者が関わる自殺対策として、生きがいや希望を持って暮らすことがで
きるよう、その妨げとなる要因を解消するための支援と、それを支えかつ促進する
ための環境の整備充実が幅広くかつ適切に実施されるための支援。 

［ ※④ ゲートキーパー ］ 
地域や職場、教育、その他様々な分野において、身近な人の自殺のサインに気づき、
声をかけ、その人の話を受け止め、必要に応じて専門の相談機関につなぐなどの役
割が期待される人。 

［ ※⑤ 自殺総合対策大綱 ］ 
自殺対策基本法に基づき、政府が推進すべき自殺対策の指針として定めるもの。 

［ ※⑥ 人口 10 万人対 ］ 
ある数を人口で除し、これを 10 万人当たりの数値に換算したもの。 

［ ※⑦ 町田市民の自殺死亡率 ］ 
町田市では、国や東京都と比べて人口が少ないため、単年度の自殺者数だけ見てい
くと、自殺死亡率の変動が大きくなります。 
この場合、変動を滑らかにし、経年傾向を俯瞰する手法として、移動平均を用いま
す。移動平均は国や東京都、他集団と比較する場合や、市の経年傾向をみる場合に
有効です。 
本計 特 断 限 年 移動平均 使 す

【用語解説】 

【取組みの⽅向性】 

【自殺の危機要因イメージ図】 

基本目標１ 関係機関が連携して自殺対策を
      推進する 

 

基本目標 3 

目指す姿 
様々な分野で実施している 
「生きる支援」の相互連携を強化 
していく 

 

基本施策（４）  地域におけるネットワークの強化 
① 【重点】地域における自殺対策の取り組みの推進 

【主な取組】 
ゲートキーパー※④養成講座 
（地域ネットワーク向け） 

② 国・東京都との連携 

③ 自殺対策推進協議会を通じた連携の強化 

④ 自殺対策推進庁内連絡会を通じた連携の強化 
 

【今後５年間の取り組みの⽅向性】

○ 社会が多様化する中で、地域生活の現場で起きる問題は
複雑化・複合化している。 

○ 複雑化・複合化した問題が最も深刻化したときに自殺は
起きる。「平均４つの要因（問題）が連鎖する中で自殺
が起きている」とする調査(『自殺実態白書 2013』NPO
法人ライフリンク)もある。 

資料：厚生労働省 市町村自殺対策計画策定の手引き 

成果指標 2015 年 2023 年 

自殺死亡率※⑦ 
(人口 10 万人対※⑥)の減少

17.4 13.6 

 
 2017 年 2023 年 

基本目標１ 
自殺対策は自分自身に関わる
問題だと思う人の割合 

35.1％ 42.1％ 

基本目標２ 
身近に相談者がいる人の割合 

68.3％ 81.9％ 

基本目標３ 
自分が住んでいる地域の人々が
日頃から互いに気遣ったり声を
かけあっていると思う割合 

56.0％ 67.2％ 

【成果指標】 


